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おむすび通信 (198)

　

令
和
４
年
度
就
業
構
造
基
本
調
査
に
よ
る

と
、
県
内
の
「
非
正
規
の
職
員
・
従
業
員
」
は
、

男
性

30.3
％
、
女
性

69.6
％
と
な
っ
て
お
り
、
女
性

が
男
性
を

39.3
ポ
イ
ン
ト
上
回
り
、
雇
用
分
野
で

明
確
な
ジ
ェ
ン
ダ
ー
格
差
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

雇
用
形
態
の
格
差
が
、
男
女
の
賃
金
格
差
、
ま

た
年
金
の
格
差
な
ど
に
連
鎖
し
ま
す
。
雇
用
条

件
を
改
善
し
て
こ
そ
、
女
性
が
高
知
県
で
働
き

続
け
た
い
と
な
る
の
で
は
な
い
か
と
質
問
。

　

子
ど
も
・
福
祉
政
策
部
長
は
、
県
で
は
女
性

の
経
済
的
自
立
や
格
差
の
解
消
に
向
け
て
、
令

和
５
年
３
月
に
女
性
活
躍
推
進
計
画
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
女
性
が
活
躍
で
き
る
環

境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
具
体
的
に

は
、
正
規
雇
用
の
拡
大
に
向
け
、
高
知
県
の
女

性
仕
事
応
援
室
や
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
コ
ー
チ
に
お

い
て
求
職
者
と
企
業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
を

行
な
っ
て
い
ま
す
。
女
性
人
材
の
登
用
な
ど
企

業
へ
の
理
解
促
進
を
図
り
、
女
性
の
キ
ャ
リ
ア

形
成
に
向
け
て
は
ビ
ジ
ネ
ス
講
座
や
セ
ミ
ナ
ー

開
催
な
ど
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
後
押
し
し
て
い
き

ま
す
、
と
答
え
ま
し
た
。

　
自
主
防
災
組
織
の
リ
ー
ダ
ー
研
修

　

南
国
市
の
自
主
防
災
組
織
の
リ
ー
ダ
ー
研
修

会
が
21
日
、
ザ
・
ミ
ー
ニ
ッ
ツ
で
開
か
れ
、
参

加
し
ま
し
た
。
南
国
市
危
機
管
理
課
が
主
催
。

　

宮
城
県
仙
台
市
で
地
域
防
災
活
動
に
取
り
組

ん
で
き
た
吉
田
亮
一
氏
が
、
東
日
本
大
震
災
の

　

ジ
ェ
ン
ダ
ー
格
差
の
是
正
へ

　

県
行
政
と
し
て
女
性
の
管
理
職
へ
の
登
用

を
ど
う
進
め
る
か
。
ま
た
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
格

差
を
具
体
的
に
ど
う
改
善
し
て
い
く
か
。

　

知
事
は
、
全
国
比
較
が
可
能
な
令
和
４
年

度
の
デ
ー
タ
を
見
る
と
、
県
の
女
性
管
理
職

の
割
合
は
、
全
国
の
中
で
18
位
で
あ
り
、
遅

れ
を
取
っ
て
い
る
状
況
に
は
な
い
、
ま
た
、

部
長
・
副
部
長
級
に
つ
い
て
も
、
現
在
、

知
事
部
局
で
は
部
長
１
名
、
副
部
長
級
10
名

の
女
性
職
員
を
配
置
し
て
い
る
。
平
成
27
年

に
は
、
こ
れ
が
４
名
で
し
た
の
で
増
加
を
し

て
い
る
。
引
き
続
き
、
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
に

向
け
た
意
識
醸
成
を
進
め
、
女
性
管
理
職
の

登
用
に
意
を
用
い
る
と
答
え
ま
し
た
。

　

18
日
、
高
知
憲
法
会
議
の
総
会
で

県
政
報
告
を
し
ま
し
た
。
防
衛
省
が
、

高
知
港
、
須
崎
港
、
宿
毛
湾
港
を
特

定
重
要
拠
点
に
し
よ
う
と
し
て
い
る

こ
と
な
ど
議
論
と
な
り
ま
し
た
。

　

19
日
、
南
国
市
商
工
会
の
新
年
講

演
会
・
賀
詞
交
歓
会
に
出
席
。
講
演

会
は
、
最
近
進
化
が
著
し
く
、
利
用

者
が
飛
躍
的
に
増
え
て
い
る
チ
ャ
ッ

ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
の
活
用
に
つ
い
て
。
こ
ん

な
企
画
や
話
し
を
し
た
い
と
ス
マ
ホ

や
パ
ソ
コ
ン
で
聞
く
と
、
文
書
や
ア

イ
デ
ア
を
答
え
て
く
れ
ま
す
。

南国市の防災組織リーダー研修（1月 21 日 )

12 月
定例会
続き

経
験
を
踏
ま
え
て
、
日
ご
ろ
の
活
動
と
避
難
所

運
営
な
ど
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
講
演
し
ま

し
た
。
そ
し
て
、
南
国
警
察
署
警
備
課
の
大
石

直
人
氏
が
、
災
害
時
の
防
犯
に
つ
い
て
話
し
ま

し
た
。

　

吉
田
氏
は
、
自
宅
に
２
週
間
分
の
水
や
食
料

な
ど
を
備
蓄
し
、
大
事
な
も
の
は
い
つ
で
も
持

ち
出
せ
る
よ
う
に
備
え
て
い
る
と
言
い
ま
す
。

ま
た
、
自
主
防
災
会
で
は
、
避
難
所
の
設
営
な

ど
も
行
政
の
手
を
借
り
ず
に
行
い
、
運
営
で
き

る
よ
う
訓
練
を
重
ね
て
い
る
と
の
こ
と
で
し

た
。
被
災
直
後
か
ら
何
日
か
日
を
お
っ
て
避
難

所
内
の
居
住
ス
ペ
ー
ス
の
配
置
換
え
を
行
う
な

ど
具
体
的
で
参
考
に
な
る
お
話
し
で
し
た
。


